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○内谷重治市長 大変申し訳ございません、長く

なりまして、時間がなくなりました。 

 ぜひ、そのような形で、今後なお一層、特に

小・中・高校生の皆さんにいろんな機会を通じ

て、長井市のまちづくりや未来の、我々大人が

頑張ってることをお伝えしたいと思います。 

○浅野敏明議長 ３番、渡部正之議員。 

○３番 渡部正之議員 ぜひ本当に本市への愛着

などにもつながる、そして、定着にもつながる

ようになってくると思いますので、よろしくお

願いいたします。 

 広域的道路網整備につきましては、これはや

はり市民の願いであり、希望であると思います。

長井南バイパスについても、構想、計画、そし

て完成まで20年ぐらいかかっているということ

を聞いておりますし、これは望む我々長井市が

一生懸命お願いしていくとともに、我々議員で

できるようなことがあれば、しっかりと取り組

んでいかなければならないと感じているところ

です。そういったところでも頑張って、一緒に

頑張っていけたらと思います。よろしくお願い

いたします。 

 最後に、遊びと学びの交流施設ですけれども、

やっぱりこれは市内外に広く本市の子育て環境

を伝える施設になると思います。ぜひスムーズ

な開設になるように期待して、私の質問を終わ

ります。ありがとうございます。 
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○浅野敏明議長 次に、順位12番、議席番号８番、

渡部秀樹議員。 

○８番 渡部秀樹議員 お疲れさまでございます。

緑風会の渡部秀樹です。よろしくお願いいたし

ます。 

 ２月４日土曜日、第20回となるながい雪灯り

回廊まつりが開催されました。市内各所では趣

向を凝らしたイベントが開催され、手作りの雪

灯りがまちなかにともり、幻想的な雰囲気に包

まれました。私は、毎年、地元の大町エリアの

会場で大きな滑り台つきの雪像を造り、当日は、

その大きな滑り台つきの雪像に遊びに来る子供

たちのサポートをしておりますが、今年の雪像

はえとのウサギを３羽造りました。毎年恒例の

ため、楽しみにしていた子供たちが大勢遊びに

来てくれ、午後３時過ぎから午後８時頃まで、

ほぼ無休憩で子供たちのお手伝いをさせていた

だき、楽しい時間を過ごさせていただきました。 

 今月の広報ながいの表紙に雪の中、楽しげに

そりに乗る子供たちと、熊の毛皮を身につけ、

ウサギのかぶり物を頭に乗せている男性の姿が

掲載されておりますが、その熊の毛皮にウサギ

のかぶり物のいで立ちの男性は私であります。

私が市報の表紙を飾ることなど、もう二度とな

いであろうと思いますので、この場をお借りし

て御礼申し上げます。とてもよい記念になりま

した。誠にありがとうございます。 

 また、一昨日、宮城県で生活をしております

私の子供から、母子ともに健康、無事に生まれ

ましたとの報告を受けました。私にとって２人

目の孫の誕生であります。この少子化の中、と

てもうれしいニュースでありましたので、ご報

告させていただきます。 

 それでは、通告に従って質問させていただき

ます。質問は大きく２項目ありますので、順次、

お答えいただきますよう、よろしくお願いいた

します。 

 １項目めは、都市機能向上等について、市長

にお聞きいたします。 

 第五次総合計画後期基本計画の将来像として、

「みんなで創る しあわせに暮らせるまち 長

井」を掲げ、市政運営に取り組む本市のまちづ

くりなどについてお聞きいたします。 

 １点目は、除排雪対策等についてお聞きいた
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します。 

 この質問は、議長のお許しをいただき、配付

させていただきました資料の質問事項１－

（１）もご覧になりながらお聞きください。 

 最初に、消雪道路の散水時間等についてであ

りますが、本市の消雪道路の散水は、通行車両

による歩行者への水の跳ね上げを防ぐため、児

童生徒の通学時間である午前７時から午前８時

と午後４時から午後６時に停止しておりますが、

近年のような豪雪時に散水が止まると、その後、

散水が開始しても消雪が追いつかないことが多

くあります。また、近年の散水される水の量が

以前よりも少なく感じております。この件につ

いてどのように捉えているのか、市長にお聞き

いたします。 

 続きまして、排雪場所の少ない住宅地の対策

についてお聞きいたします。 

 住宅街などの建物が密集したエリアで、近年

まで空き地や小規模な農地であった土地が、跡

地に住宅等が建ち、排雪場所がさらに少なくな

ってしまう例をよくお聞きいたします。そのよ

うなエリアの場合、もともとがまばらにある空

き地などへの排雪に依存していたため、道路側

溝も雨水用の側溝であり、降雪時の水位はなく、

融雪はできません。このような排雪場所の少な

い住宅地の対策について、市長にお聞きいたし

ます。 

 ２点目は、空き家対策についてお聞きいたし

ます。 

 この質問は、議長のお許しをいただき、配付

させていただきました資料の質問事項１－

（２）もご覧になりながらお聞きください。 

 最初に、市内の空き家、空き店舗数の推移と、

現在検討している利活用等についてであります

が、近年、日本では、ほぼ未管理状態の空き家

が急増しており、本市も同様であると思います。

全国の空き家、空き店舗の利活用事例について

紹介しているインターネットサイトでは、空き

家を新たな店舗への改装や、空き店舗の一角を

集会所などのコミュニティ機能を持つ建物への

改装、シャッター街となりつつあった商店街を

まとめてイノベーションした例などが挙げられ

ております。一般社団法人地域活性化センター

のホームページにも「空き家・空き店舗への特

色のある対応」と事例集が発刊されており、空

き家、空き店舗の利用の促進は、地域再活性化

への手だてであることを再確認させていただき

ました。 

 そこで、市長にお聞きいたします。本市の空

き家、空き店舗数の推移と現在、検討している

利活用等があれば、お聞かせください。 

 次に、移住希望者への空き家、空き店舗の紹

介等についてお聞きいたします。 

 近年、日本中で空き家、空き店舗が増えてお

りますが、都会からのＵＩＪターン推進のため、

積極的なＰＲをしている自治体や民間のホーム

ページが見受けられます。全国の空き家、空き

店舗の紹介をしている空き家バンクなどの不動

産業関係から、地方自治体やハウスメーカーに

よる田舎に住もう系のホームページなど、様々

なサイトがひしめき合い、世の中の関心の高さ

がうかがえます。私は、長井市に帰郷し、定住

しているので、他の自治体の空き家情報にあま

り興味はありませんでしたが、各地方自治体の

空き家バンクのサイトでは、今すぐ住み替えが

できるように、掃除や補修が住ませてある物件

も多く掲載されており、都会からのＵＩＪター

ン者獲得への本気感に圧倒されてしまいました。 

 そこで、移住希望者への空き家、空き店舗の

紹介等の本市の取組について、市長にお聞きい

たします。 

 続きまして、３点目は、一家に１台タブレッ

ト端末の配置等について提案させていただきま

す。 

 この質問は、議長にお許しをいただき、配付

させていただきました資料の質問事項１－
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（３）もご覧になりながらお聞きください。 

 2000年に始まったＩＴ革命以降、デジタル化

は少しずつ進み、ペーパーレス化も徐々に浸透

してきたと思います。しかし、行政等からの広

報物はいまだにペーパーレスの波に乗れていな

いのが現状かと思います。 

 例えば各家庭のリビングに１台のタブレット

端末があった場合、市報や市からのお知らせ、

市議会だよりなどが定期的に配信され、市報と

ともに配布される広告や催物の案内、さらには

突発的な催物案内も追加で配信され、隣組の回

覧や配布に頼らず確認ができます。また、災害

時の避難所情報などの可及的速やかに市民にお

伝えしたいことをその都度配信できます。広報

関係の印刷物は最低限度の必要数に抑えること

もでき、市民と自治体の新しい情報の伝達手段

として、未来に向け、検討を開始してもよいの

ではないかと思います。 

 そこで、市長にお聞きいたします。市の広報

や市からのお知らせなどを各家庭に直接配信す

るためのタブレット端末の配置について提案い

たします。タブレット端末は、閲覧機能だけで

あれば、かなり廉価なものもありますので、ご

検討のほどをよろしくお願いいたします。 

 ２項目めは、観光振興事業関連について、市

長にお聞きいたします。 

 第五次総合計画後期基本計画の観光振興分野

で、交流人口を増加させ、地域経済に貢献する

観光と示されておりますが、この裾野の広い観

光産業の推進について、確認と提案をさせてい

ただきます。 

 １点目は、ながい黒獅子まつりについてお聞

きいたします。 

 この質問は、議長のお許しをいただき、配付

させていただきました資料の質問事項２－

（１）－①もご覧になりながらお聞きください。 

 最初に、オリジナル雨具やタオルの販売につ

いて提案いたします。 

 昨年のながい黒獅子まつりは、雨天ではあり

ましたが、多くの観光客でにぎわうよいイベン

トであったと思います。祭りの全日程が終了す

るまで、多くの観光客が、雨に打たれながらも、

各社の獅子舞に酔いしれておりましたが、かな

り長い時間であったため、体調不良になるお客

様はいないか、心配な面もありました。実際、

夜の雨にぬれた黒獅子の姿はあでやかで美しく、

祭りのおはやしが情熱的でドラマチックに感ず

るものですが、黒獅子まつりの頃は雨天になり

やすい季節であり、今後のことを考えれば、雨

天でもしっかりとお祭りを堪能できる仕掛けや

手法が必要になると思います。 

 そこで、獅子幕の波紋や獅子舞を少しかわい

らしくデザイン化したキャラクターがプリント

されたポンチョや傘などの雨具やタオルなどの

オリジナルグッズの販売について提案いたしま

す。また、販売は市内の各事業所による委託販

売も検討できると思いますので、併せて提案い

たします。市長のお考えをお聞かせください。 

 次に、桟敷席について提案させていただきま

す。 

 この質問は、議長のお許しをいただき、配付

させていただきました資料の質問事項２－

（１）－②もご覧になりながらお聞きください。 

 さきの質問のとおり、雨が降りやすい季節の

イベントでありますので、雨天でもしっかりと

お祭りを堪能できる仕掛けや手法が必要になる

と思います。人気の桟敷席についても、ブルー

シートやコンパネ、タオルなどで対応しており

ますが、一度ぬれた桟敷席は冷たく、長時間座

るのはかなり大変なようであります。配付させ

ていただきました資料にあるとおり、１枚の長

テーブルを１区画の２人でパイプ椅子に座り、

４名で２区画、180センチ掛ける180センチ使う

んであれば、現在のスペースで何とか間に合う

のではないかと思います。桟敷席の前列は従来

どおりの桟敷、後列を椅子席にすれば、後方の
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立ち見エリアからの視界も確保できるのではな

いでしょうか。 

 そこで、桟敷席の椅子とテーブルの配置につ

いて提案いたします。さきの提案のような雨具

と組み合わせれば、お客様だけではなく、雨天

時のスタッフの対応もかなり楽になると思いま

す。市長のお考えをお聞かせください。 

 次に、飲食スペースのテントの配置について

提案させていただきます。 

 この質問は、議長のお許しをいただき、配付

させていただきました資料の質問事項２－

（１）－③もご覧になりながらお聞きください。 

 さきの質問のとおり、雨が降りやすい季節の

イベントでありますので、雨天でもしっかりと

お祭りを堪能できる仕掛けや手法が必要だなと

思います。昨年の黒獅子まつりでは、コロナ対

策として、飲食スペースを設けましたが、せっ

かく設置した椅子とテーブルが雨ざらしとなっ

てしまいました。 

 令和５年度は、従来どおりの内容で開催する

とのことで、コロナ対策としての飲食スペース

の配置については検討していないのかもしれま

せんが、昨年の飲食スペースは飲食物を販売し

ているテントからも近く、親子連れや小グルー

プの方々にとても優しい配慮であると、私はと

ても感心いたしました。 

 そこで、雨天時や強い日照りのときにもお祭

りを堪能できるように、飲食スペースへのテン

トの配置について提案いたします。市長のお考

えをお聞かせください。 

 ２点目は、交流観光関連についてお聞きいた

します。 

 最初に、タスのフィットネスクラブ等につい

て提案させていただきます。 

 この質問は、議長のお許しをいただき、配付

させていただきました資料の質問事項２－

（２）－①もご覧になりながらお聞きください。 

 本市の産業振興・交流拠点の施設であるタス

の４階にフィットネスクラブがあり、プール、

サウナ、ジム・スタジオなどが設けられており

ますが、設備の老朽化はもちろんであり、様々

な面で見直すときが来ていると思います。例え

ば、インストラクターの配置や個別の指導計画、

トレーニング機器のメンテナンスなどを考慮す

ると、大手のフィットネス・スポーツクラブに

お手伝いいただいたほうが顧客の満足につなが

るのかもしれません。また、フィットネスクラ

ブにしっかりとした設備のマッサージルームや

エステなどの配置があれば、顧客の幅も広がり

を持てるのかもしれません。 

 さらに、タスの隣地には、類似施設である市

営の小出プールもあります。使用目的や顧客は

違うとしても、長い目で見れば、プールはタス

に集約し、利用時間や曜日で使い分けたほうが

本市のプラスになると思います。本市は、公共

施設の更新と新設をしており、イニシャルコス

トもそうですが、ランニングコストも気にせね

ばなりません。市民が満足できて、効率よく経

営し、少しでもコスト削減をすることも大切だ

と感じております。この件について、市長のお

考えをお聞かせください。 

 最後になりますが、レジャー登山向き登山道

と周辺整備等についてお聞きいたします。 

 この質問は、議長のお許しをいただき、配付

させていただきました資料の質問事項２－

（２）－②もご覧になりながらお聞きください。 

 本市には、本格登山愛好者向きの東北のマッ

ターホルン、祝瓶山1,417メーター、小学生で

も、体力と支え合いで登れる葉山1,237メータ

ー、家族やグループで十分に楽しめる熊野山

670メーターなど、登山道を持つ山があります。

生き生きとした山ガールが登山の歴史を変えた

第三次アウトドアブーム以降、レジャー登山と

しての登山道を売り込む上で大切なポイント、

１つにまちなかからの移動距離、２つに駐車場

や着替えができるトイレ施設などのセーフティ
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ーゾーンの有無、３つに登頂に要する時間、４

つに携帯電話の電波範囲、５つに眺望、６つに

達成感、７つに周辺観光資源のバランスなどと

されています。このレジャー登山としての登山

道を売り込む上で大切なポイントを考慮すると、

本市の登山道で最もバランスがよいのが熊野山

登山道だと思います。しかし、現在の熊野山登

山道は、少しずつ登山道脇の雑木が伸びて、眺

望が利きにくくなっておりますので、少し切除

したほうがよいのではと思いました。 

 また、他県からの登山者の多くが道照寺平コ

ミュニティセンター前の駐車場で登山道が分か

らずに立ち止まってる姿が見受けられ、その多

くの登山者が峰道に出るまで、登山道からそれ

たスキー場を歩いているようでありました。コ

ミュニティセンター前には、しっかりとした看

板がありますが、登山者が見やすいところに小

型の案内板の設置やルート自体を分かりやすく

するような工夫が必要と感じました。 

 また、新たに拠点施設となったタスの総合的

な案内は工夫が必要と感じております。登山道

の周辺施設となる野川まなび館などでの各登山

道や民間の温泉施設の案内、文化観光などのま

ちなか観光エリアと登山道やダム湖の水辺のア

クティビティー、古代の丘キャンプ場などのア

ウトドア観光エリアの総合案内も強化したほう

がよいのではと感じました。 

 例えばタスや市内の宿泊施設を仕事で滞在利

用しているお客様の余暇の過ごし方として、軽

装備で登山が楽しめる熊野山登山道や気軽に楽

しめるダム湖の水辺のアクティビティー、市内

の民間温泉巡り、まちなか観光、文化観光の紹

介などが確実にできれば、本市に滞在すること

の付加価値にもつながります。また、観光看板

や案内板、印刷物などに詳細情報や現在情報が

分かるＱＲコードの印字があれば、さらに親切

で便利になると思います。市長のお考えをお聞

かせください。 

 壇上からの質問は以上になります。ご清聴あ

りがとうございました。 

○浅野敏明議長 内谷重治市長。 

○内谷重治市長 渡部秀樹議員から大きく２項目、

そして５点について、合計10個のご質問やらご

提言をいただいておりますので、順次お答えを

申し上げます。 

 まず最初、１点目の第１項目、都市機能の向

上等についてということで、議員のほうから大

きく３つほどご提言、ご質問いただいてますが、

まず最初の（１）、除排雪対策等についてとい

うことで、１点目は、消雪道路の散水時間等に

ついて、実態などを詳しくご説明いただきなが

ら、問題点などをご質問、あるいはご提言いた

だきました。 

 まず最初に、市民の皆様には、この冬も安全

な冬の暮らしのために、道路除排雪等にご協力

いただいておりますことに、この場をお借りし

て、感謝を申し上げさせていただきます。 

 議員からございました消雪の散水時間につい

ては、通勤、通学の際の歩行者の安全を優先す

る観点から、通学路に限っては、跳ね上げた消

雪の水を歩行者が被ることのないように、これ

を防止するために、朝の７時から８時までの時

間に停止をしております。これは議員からもあ

ったとおりであります。 

 また、本市の消雪道路は、電気料金の軽減を

図るため、融雪用の電力プランに加入しており

ます。この契約によりまして１日２時間は電気

を使用しない時間を設定する必要がありますの

で、基本的に夕方の４時から６時までの２時間

を消雪施設の停止時間としている事情がござい

ます。 

 通常の降雪には十分に機能を果たしておりま

すけれども、散水を停止している時間帯に想定

を超えるほどの大雪に今年も見舞われました。

散水を開始しても、議員からありましたように、

雪がなかなか消えない場合がありますけれども、
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消雪道路、消雪装置の考え方というのは融雪や

路面凍結防止ということでありまして、散水で

雪を消すというよりも、雪を溶かし、そこに車

両が通るということで雪を消す仕組みなのです

ね、そもそも。これは私ども一般市民から見れ

ば、そういうふうには見ないんですが、実はそ

うしないと消えないです。議員からも写真の提

供ありましたように、あのとおり、ある程度車

が通れば、そこの部分は消えるんですが、どん

どん車が通らないときれいに消えないと。です

から、消えるまでは丸半日、１日かかったりす

る場合もありますので、その辺はご了承いただ

きたいなと。通学時間帯の散水の停止について

は、学校等からもご要望もいただいており、消

雪の水を児童生徒が被ることを防止するために

散水の停止時間を設定していることに対してご

理解をいただきますようお願いいたします。そ

の分、安いプランということなのですね。かな

り格安になるようであります。 

 それで、議員からもう一つ、散水量のご質問

でございますが、前述のとおり、消雪の水だけ

で雪を消すのではなく、車両交通との連携を図

って、雪が消えるように、散水量を実は調整し

ております。地下水量が減っているのではござ

いませんので、定期的に水量のどのぐらいまで

水位があるかというのは検査しておりますので、

そういうことの原因ではなくて、歩行者の妨げ、

特にやっぱり最近は、子供たちも、生徒も長い

深い長靴というよりも、ブーツっぽいものとか、

スニーカーで来てるお子さんもたまにいますの

で、そういったことも含めて、水量を調整して

いるということでございます。 

 また、毎年実施している降雪期前の消雪設備

の点検の際、地下水をくみ上げるポンプや揚水

管の機能が低下している場合は、国の補助や有

利な起債等も活用しながら、適時修繕を行って

おります。今後も消雪設備の維持管理に努めて

まいりたいと考えておりますので、よろしくご

指導賜りますようお願いいたします。 

 続きまして、２点目の排雪場所の少ない住宅

地の対策についてということで、これは議員か

らご指摘いただいたとおり、本当に雪の押し場

がなくて、場合によっては、同意していただい

てないのに置いてってしまったとか、押してい

るみたいなことでの苦情などもある、今までは

結構あったようです。除雪での雪押し場につき

ましては、毎年、市民の方や地区長さんはじめ、

地区のご協力を得て、空き地や農地などに雪を

押させていただいております。新たに住宅がで

きたことで雪押し場が少なくなっている箇所も

ありますが、そういったところは致し方ないの

で、除雪状況を見て、ロータリー車等での排雪

の対応を行っている状況でございます。来年度

は、ロータリー除雪車１台と小型除雪車１台を

購入します。排雪作業に有効に活用してまいり

たいと考えております。 

 今後も雪押し場所の確保や除排雪の対応をし

っかり行ってまいりますので、どうぞよろしく、

今後ともご指導いただければと思います。 

 続きまして、（２）の空き家対策についてで

ございます。 

 まず、２点いただいてますが、１点目は、市

内の空き家、空き店舗数の推移と現在検討して

いる利活用等についてということでお尋ねいた

だきました。 

 空き家について、本市では、調査を開始した

平成25年度は351件でございました。その後、

昨日もいろいろ説明させていただきましたが、

毎年数十件のペースで増加しまして、過去５年

間の件数を申し上げますと、平成29年度が440

件、平成30年度が473件、令和元年度が456件、

令和２年度が442件、令和３年度が462件となっ

ています。今年度につきましては、年度末にな

らないと確定ということにはならないんですけ

ども、現時点では455件になる見込みでござい

ます。平成30年度以降、増減を繰り返していま
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すが、これは空き家発生件数が除却件数を上回

ったり、下回ったりしたためでございます。 

 空き店舗数の推移につきましては、市内５つ

の商店街、これはあら町、本町大通り、長井中

央、駅前通りですね、それから高野町、大町通

りの数字になりますが、令和元年が52件、令和

２年が57件、令和３年が61件、令和４年が62件

となっており、平成のときにも大きく空き店舗

が増えたわけでございますが、令和になりまし

てからも、ここのところ、特にコロナ禍の関係

などもあるのか、あとはやはり後継者がいない

ということなどもあって、年々増加傾向にある

ようです。 

 空き家、空き店舗の利活用につきましては、

一般住宅としての活用はもちろんのこと、移住

希望者向けのお試し体験住宅、ゲストハウス、

シェアハウスとしての利活用等を想定しており

ます。また、中長期的には、文教の杜ながい周

辺エリアを面的に整備していく計画があること

から、同エリア内の空き家、空き店舗を活用し

たまちめぐり美術館などを想定しているところ

です。 

 ほかにも、空き家の活用方法として、全国的

には介護施設やセーフティーネットの住宅、サ

テライトオフィス、時間貸しの住宅、店舗など

があるようでございます。長井市といたしまし

ても、既存の枠にとらわれず、多様な空き家の

利活用について検討してまいります。 

 次に、４点目の移住希望者への空き家、空き

店舗の紹介等についてでございますが、これは、

渡部議員からありましたとおり、全国的には、

官民問わず、魅力的な空き家、空き店舗の紹介

をしているサイトが増えております。本市にお

いても、空き家バンクで移住希望者に物件の紹

介はしているものの、担当課は地域づくり推進

課でございますけれども、担当課で空き家バン

クや空き家利活用業務に十分な体制が取れなく

て、空き家バンクの掲載件数が少なく、取組が

進んでいないというのが現状です。やはり私ど

もも土地開発公社とか、そういった不動産に関

わる業務というのはずっとやってないんですね。

もう、そうですね、平成の10年頃から、ほぼも

う土地開発公社も休眠状態で、結局、平成20年

ですかね、解散ということで、不良債権をずっ

と持っていたということから、財政再建で様々

な国の助言やら制度を活用する際に、そういっ

たことでこれは解体せざるを得なかったと。 

 今現在は、土地に関わることについては、建

設課の担当が、公共道路等の用地交渉、あとは、

現在は、新産業団地整備課、こちらのほうも建

設課の用地の担当をしたことある職員なども配

置しておりますが、本当に経験者が少なく、な

おかつ限られた人数の中でいろんなことをしな

きゃいけないということで、これが大きな課題

だと思っております。 

 そんなことで、本市の空き家で最も多いのが、

ケースとしてですけども、年老いたご両親が亡

くなった、あるいは施設に入居して、空き家に

なったと。ただ、ご子息は県外等の遠隔地にい

るというケースで、両親が住んでいた家という

こともあり、なかなか気持ちの整理がつかず、

手つかずのまま放置されているというケースが

多いように感じます。このように空き家という

のは、所有者の心情に加えて、相続等の法律的

な問題も関係してくるため、物件それぞれに複

雑な問題、課題等が潜んでいると感じていると

ころです。 

 空き店舗についても、長井市の場合は、店舗

兼用住宅が多いということと、店舗は空いてい

るが、住宅には所有者が住んでいるというケー

スもございます。本来は、空き家、空き店舗の

所有者それぞれにもっと寄り添った相談体制な

どが取れれば、空き家バンクの件数、内容とと

もに充実して、空き家、空き店舗の活用が進む

と考えておりますが、ただいま申し上げた現状

を踏まえますと、職員だけではとても対応し切
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れるものではないと感じております。このため、

今後は、例えば地域の詳細な情報を持っておら

れる市内各コミュニティセンターや地区長さん、

あるいは不動産の専門的な知識を持っている不

動産業者に加えて、市内には遺品整理業を生業

とするという会社も昨年立ち上がっております

ので、そういった方々のご協力いただきながら、

今後、空き家、空き店舗所有者の意向調査や活

用に向けての課題の整理などを行い、移住希望

者のみならず、広く空き家、空き店舗を紹介で

きるような仕組みづくりを行ってまいりたいと

考えております。 

 続きまして、（３）の市の広報等を各家庭に

直接配信するため、ペーパーレスということも、

そういった時代になるということからもあって、

一家に１台、タブレット端末の配置等について

というご提言でございます。 

 議員ご提言のペーパーレス化については、印

刷費等のコスト削減や事務効率化のためだけで

はなく、環境保護、カーボンニュートラルとか

ですね、あるいはＳＤＧｓにつながる行動の一

環として積極的に取り組んでいく必要があると

考えています。 

 市役所内でも文書管理システムにより、文書

を画面上で決済し、データで保存する仕組みを

導入しており、また庁内の会議等においては、

モニターやタブレット端末を活用することで資

料印刷を極力行わない取組を進めております。 

 ご提案のように、市報やイベント情報などを

タブレット端末での閲覧とすることによりまし

て、紙の印刷や配布に係るコストが削減でき、

さらには、必要な情報を瞬時に流すことができ

るというメリットがございます。一方で、無線

等でインターネットに接続できる環境が必要に

なりますので、端末本体だけではなく、そうし

た環境整備や不具合が発生した場合の保守、将

来的な機器更新に係る費用などについて考慮す

る必要があります。また、タブレット端末を使

い慣れていない高齢者の方などにとっては、慣

れるまでに時間を要し、フェース・ツー・フェ

ースで説明するなどのサポートも必要です。や

はり広報の目的は、市民一人一人に必要な情報

を認知してもらうことだと考えております。紙

媒体であれば、配布物を見ることで一通りの情

報を自動的に得ることができますが、課題とし

ては、電子媒体の場合は、検索機能により、自

分が知りたい内容だけを能動的に見る傾向があ

るんですね。一方的に流せるもんじゃないので、

ここが課題なのかなと思っております。必要な

情報が認知されにくいということも予想される

んですね。 

 現在、市報情報のお知らせについては、あら

ゆる面でやってるんですね。例えば市民でやっ

ぱり見られるのは中高年、高齢者の方が多いと

思ってますし、若い世代はスマホなどから、タ

ブレットももちろんあるんですが、インターネ

ットによる、ＬＩＮＥなども含めて長井市のホ

ームページ、ながいチャンネル、フェイスブッ

ク等々が、あわせて、今度は電波による広報と

してコミュニティＦＭ、おらんだラジオですね、

あと市民も、広報ながいと、タブロイド版の広

報紙のあやめＲｅＰｏ、それから、状況によっ

て回覧板という、これぜひ隣組で必ず見てもら

いたいものを情報として見てもらうとか、そう

いう工夫をしているんですが、それでも、なか

なか市の情報をご存じない方が非常に多いと。

したがって、例えば長井市のいろんなまちづく

りとか、行政情報、市議会でも市議会だよりな

どもいろいろ発行していただいてるんですが、

やっぱりなかなか市民の皆様は、実情は、自分

の知りたいところだけなので、市全体の課題と

かというのは、それぞれの人の判断で、自分の

関心のあるところだけご覧になるということで

ございますので、ＧＩＧＡスクールじゃなくて、

ＧＩＧＡシティーというのも面白いですけども、

なかなか課題があるのかなと思います。 
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 また、情報、災害情報など、緊急にお知らせ

すべき情報については、デジタルもいいんです

が、やっぱり非常時には、まだまだアナログの

力というのは、これはこれで非常に効果を発揮

するものと思っておりまして、無料配布してい

る防災ラジオでの対応が可能であります。 

 行政情報をお知らせする手段については、紙

媒体と電子媒体、それぞれに一長一短がありま

すので、情報を分かりやすく市民にお伝えする

という本来の目的に沿って、それぞれの利点を

生かしながら、今後もアナログとデジタルの両

面で効果的な情報発信に努めてまいりたいと考

えております。 

 続きまして、大きな項目２の、観光振興事業

関連についてでございます。 

 まず、（１）のながい黒獅子まつりについて、

いろいろご提言をいただきましたので、お答え

を申し上げます。 

 まず①のオリジナルの雨具やタオルの販売に

ついてというようなご提言でございます。 

 ながい黒獅子まつりに関しまして、様々、大

変貴重なありがたいご提案をいただきました。

お礼を申し上げます。ただ、黒獅子まつりを含

め、議員もご承知のとおりだと思うんですが、

祭り事業については、長井観光協会に委託して

実施しております。祭りごとに実行委員会を観

光協会において設けて、皆さんボランティアで、

長井市民の皆さん、あるいは外からもいらした

方に祭りを楽しんでいただきたいということで

運営に当たっていただいてるわけですね。した

がって、長井観光協会が企画、実施しているも

のでございますので、委託している長井市とし

て、まずは考え方をお答えさせていただきたい

と思います。 

 初めに、雨天時の対処商品のアイデアについ

てでございますが、ご提案、本当にすばらしい

アイデアだと思います。面白いと思います。現

在は、観光協会の受付ブースで、雨天用に簡易

なかっぱの販売を行ってます。ご提案いただき

ました黒獅子などのデザインを取り入れた商品

につきましては、本来は、市内の商店や事業所

さんに商品開発していただき、販売していただ

ければ、市民と観光が一体となり、よりよい黒

獅子まつりになると思います。観光客の方のお

土産にもなりまして、市民との交流も深まり、

地域経済が活気づくと考えております。大変面

白い企画で、これはどこかでやってほしいなと。

ただ、市でこれをやるというのはちょっと違う

と思っておりますので、ぜひ祭りの機会を捉え

て、商業活動を広げていただきたいと思うとこ

ろでございます。 

 なお、現在、市の観光振興計画を策定中でご

ざいまして、市が進める振興策ももちろん含ん

でいますが、観光地域づくりは行政がやるもの

ではなくて、市民の皆さんと目標を共有して、

やっぱり民間の皆さんが観光振興をやっていた

だくことによって、地域の経済が潤ったり、あ

るいは雇用が生まれたりと、あと、起業、創業

のチャンスになったりということだと思ってお

りますので、みんなで参加して、活気を生み出

し、経済を循環させる、そういった視点で取り

組んでまいりたいと考えております。 

 この項の２点目、桟敷席についてでございま

す。 

 桟敷席を椅子、テーブルに設置してはどうか

というご提案にお答えいたします。 

 これは、渡部議員おっしゃるように、実は私

もちょっと大変だろうなと、若い人だといいん

ですが、あれに座るというのは、我々みたいな

高齢者にはちょっときついなと、しかも雨でぬ

れた後に座るというのは、見てても大変だな、

高いお金を払って買っていただいて、確かにい

い場所ではあるんですが、つらそうだなとは思

っております。そういった意味では、確かにお

客様、桟敷席を予約いただいたお客様に不便を

かけているところもあるわけですが、一方で、
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桟敷席は低く、背を低くしていると、いわゆる

中に入れない周りの人たちも黒獅子が見えるわ

けですね。ですから、ここのところを何か工夫

が必要なのかなと思います。桟敷席の前列、後

列で高さを変えたりしておりますが、より多く

のお客様が見えるように、見やすいように配慮

しているものだと思っております。これは祭り

全体の写真映えとか、テレビ映えも考慮してい

ることもご理解いただければと思います。 

 したがって、やり方としては、あそこに今、

よく公民館なんかに、椅子ではなくて、腰の低

い腰かけっていいますか、子供用の椅子みたい

なのありますよね、あのちっちゃいやつ。それ

に低いテーブルなんかだと、もしかしたら可能

かもしれませんが、その辺などは、やはり観光

協会さんのほうでどう考えるかですが、お金も

かかりますので、ただし、やっぱり高い席をご

購入いただいた皆様も、もう少し快適にご覧い

ただけるような工夫が必要なのかなと思ってい

るところでございます。 

 黒獅子まつりは、これまでの経験から雨に当

たることが多いと、雨天の対策、改善策は考え

なければいけないところであり、渡部議員から

具体的な配付資料で工夫ある提案をいただきま

したが、まあ、通常の椅子、テーブルとした場

合、やはり相当混雑もしますし、来場者の通行

も考慮しなければならない。また、レンタル費

用や運営の手間などの課題もありますので、雨

でもなるべく不便なく楽しんでいただけるよう

なバランスを取ったよりよい方法を観光協会に

も検討していただくように、私どもからもお願

いしていきたいと思っております。 

 続きまして、８点目ですが、飲食スペースの

テントの設置についてということで、議員から

は、飲食スペースのテント配置について、やっ

たらどうだということで、喜ばれるよというよ

うなご提言をいただきました。こちらは、コロ

ナ対策として、令和４年度に臨時的に設置した

ものと伺っておりまして、今後は、有料の桟敷

席とのバランスを考えましても、基本的には飲

食スペース自体、設置予定はないと聞いており

ます。雨の中での飲食は難しい面もあると思い

ますが、取れるスペースにも限りがありまして、

一部だけテントを張ることで大変な混雑も招き

かねないということもありますので、今後、コ

ロナ対策の必要性が出てくるようであれば、そ

の際には、飲食スペースの設置やテント対応に

ついて適切に実施したいと思います。 

 続きまして、（２）のタスのフィットネスク

ラブの提案についてでございますが、交流観光

関連についてということで、タスパークホテル

４階のフィットネスクラブの管理運営につきま

して、何点かご提案をいただきまして、ありが

とうございました。 

 まず初めに、現在の直営ではなく、大手スポ

ーツクラブへの運営委託をしてはいかがかとい

うことなのですが、いろいろ調べてみますと、

過去にヤマコーコミュニティ事業部が周辺の管

理指定を行っていることもありまして、相談を

持ちかけられたことがあったと聞いております。

しかし、フィットネス会員数の少なさと中途半

端な施設規模などを調査した結果、インストラ

クターの人件費やシフト制になった場合のスタ

ッフの確保など、収支面で合わないとの結論に

至り、そこで話は終わったと、以前ですね、そ

のように聞いております。 

 現在の会員数が308名、これが1,000名以上ま

で増えれば、外部委託も可能かと思われます。

入会金等については、春、秋、正月に無料のキ

ャンペーンを実施して、会員数を増やしており

ますが、料金等の見直しについては今後も課題

であり、リノベーションするこの時期に検討す

べきと思っております。 

 また、タスパークホテルの２期工事として、

１月下旬にリノベーションということですね、

内閣府のデジタル田園都市国家構想交付金、地
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方創生拠点整備タイプの申請をしておりまして、

今月中旬に採択になるかどうか分かります。築

35年を超えましたので、ここで多分大規模改修

しないと、山形のホテルが築40年でもう閉める

ということがあったように、タスもそういった

道を歩まざるを得ないんだろうと思ってますが、

しかし、あそこには長井商工会議所も入ってま

すし、あとは山形県信用保証協会ですね、あと

置賜地域地場産業振興センターと、タスのほう

でタスパークホテルが運営されておりますので、

これは何としても残していかなければならない

施設だということで、この申請、３回目でござ

いますので、何としても採択していただきたい

と願うところでございます。 

 １期工事と同じく、１期工事は１階、２階、

３階のところをさせていただいたんですが、デ

ザインビルド方式で、その都度提案をいただき

ながら進めていく予定でございますので、プー

ルやサウナについても、長井市が目指す、人生

100年時代に向けた健康づくりの視点に立った、

沿った改修をリノベーションということでして

いく予定でございます。 

 予定では、大きく変わるところは、例えば５

階に商工会議所さんが移動いただいて、１階の

商工会議所さんのエリアを市民の様々な活動と

か、あるいは飲食などを楽しんでいただくスペ

ースにしようとか、いろんなことを考えており

まして、４階のプールについては、やっぱり築

35年であのぐらい重いものを置いてるというの

はなかなかないですよね。ですから、構造的な

ことも含めて、今後どうするか、いろいろリノ

ベーションで案がありまして、その中で検討し

ていくことになると思いますが、一方で、すぐ

そばにある小出プールにつきましては、市内の

小・中学生はもちろんのこと、プールの併設が

ない保育園等の夏場の水遊び場所になってるん

ですね。したがって、令和４年度は、このコロ

ナ禍ではございますけれども1,593人の利用者

がいらっしゃいました。これは簡単に廃止とは

いかないと。あと、じゃあ、タスの４階に、み

んなでそこで遊んでくださいということで混乱

しないかと。非常にここは難しく、まずは当面、

小出のプールは引き続き、子供たちの、安全で

安心に楽しめていただけるところなので、廃止

しないで、当面は残して、その代替ができてか

らでないと、これは廃止はできないと考えてま

す。 

 最後になりますけれども、レジャー、登山向

き登山道と周辺整備等についてということで、

議員からは、登山やアウトドア関連のご提案を

いただきました。熊野山の登山道につきまして

は、初心者でも楽しめ、長井ダムや散居集落の

望める大変よいコースになっていると思ってお

ります。眺望における支障木は、民地でもあり

ますので、ご協力いただけるようお願いしてい

きたいと思います。熊野山は長井市の重要文化

的景観が一望できる場所にありますので、地域

の皆さんの協力を募り、よりよい場所となるよ

うに努めていきたいなと考えております。 

 熊野山登山におきましては、野川まなび館へ

駐車いただいてからの出発を推奨しておりまし

て、県道から直接登っていただくのが本来のル

ートではあります。しかしながら、道照寺平コ

ミュニティセンターから歩き始める方が大半と

なっておりまして、スキー場運営委員会で案内

表示をしていただいておりますが、今後、工夫

して様々な相談はしてまいりたいなと考えてお

ります。 

 また、タスからの観光情報発信ということに

ついては、せっかくお越しいただいている長期

滞在の方や観光のお客様に様々な情報提供を行

うことで、市内滞在時間を延ばしたり、次の来

訪につながったりと、大変なメリットがござい

ます。現在策定中の観光振興計画の中でも多様

な事業者との連携というところに力を入れてい

きたいと考えておりまして、タスのみではなく、
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市内の宿泊業や集客施設、飲食業などの様々な

業種の皆様と共に観光への誘導にご協力を願っ

てまいりたいと考えます。 

 まちなかめぐりのお客様、宿泊の方々にウオ

ーターアクティビティーや周辺地域の観光スポ

ットを紹介し、逆に登山で訪れた方にはまちな

かの飲食店や文化財のご紹介をするなど、相互

に情報発信して、長い時間、長井市に滞在いた

だき、満喫いただく上で、経済効果が高まるよ

う連携してまいります。 

 なお、ＱＲコードの活用につきましても、観

光振興計画の中でも着目しておりますが、観光

ＤＸの推進を進める中で、いち早く入れやすい

ものとなりますので、順次改良してまいりたい

と考えているところでございます。 

 たくさんのいろいろなアイデア、誠にありが

とうございました。 

○浅野敏明議長 ８番、渡部秀樹議員。 

○８番 渡部秀樹議員 まずは、10項目、たっぷ

り、また質問させていただきました。 

 まず、心情として、我々議員はこう、喫緊の

課題や改善策、財政のことも議場でお話しさせ

ていただくこともやはりあります。しかし、

我々若い議員は特にですが、10年後、20年後、

あるいはそれ以上の未来を見据え、長井市のた

めに検討を開始してほしいこと、審議を始めて

ほしいこと、計画に加えてほしいことなど、今

現在、市政のかじ取りをしている内谷市長と意

見を交わして、市当局やこの議場におられる各

議員と少しずつ積み上げながら合意形成をする

場であると私は思っております。 

 例えば私のこの前にお話しした南北に新たな

拠点や小さな拠点の考え方ですとか、官民連携

によるタワーマンション、仮称長井学園による

緩やかな学校再編策とか、あとは、民間の温泉

施設と提携した市民等の福祉など、ちょっと聞

くと、荒唐無稽のような提案している場合もあ

ると思いますが、より住みやすく、心地よい長

井市の未来を思うからこその渇望であります。

どうかご容赦願いたいと思います。 

 このたび様々申し上げましたが、まず、１点

目として、２次質問で、空き家、空き店舗につ

いてですが、昨日、ちょっと補正でという話も

あったと思うんですけども、できますれば、次

年度中に１件や２件、モデル事業的に、すぐ住

めるように後片づけとか修繕を行いまして、そ

れ以降になると思うんですけども、都会に向け

てＳＮＳで田舎に住もう的な発信を開始できな

いかなと、内谷市長、どうでしょうか。 

○浅野敏明議長 内谷重治市長。 

○内谷重治市長 渡部秀樹議員おっしゃるのも分

かります。準備で、令和５年というのはちょっ

と難しいのかなと思ってます。というのは、ま

ずは令和５年度、「くるんと」はじめ、各中心

市街地の商店街を含め、ある程度いろんなイベ

ントをして、まずはもう一回、まちなかのにぎ

わいを取り戻すようなきっかけをつくろうと、

かつて、もとまちフェスタとか、いろんなもの

をなさってますし、冬は冬で雪灯り回廊などで

やっていただいていますが、まず一つは、ちょ

っと時間がないので簡単に言いますが、重要文

化的景観なんかも生かせてないんですよね。私

は、やっぱりきちんとした戦略を立てて、やれ

るという見通し、財源も含めて、立てた後にい

ろんなものに手を打っていったほうがいいと思

ってるんですね。まずはやってみようというの

はいいんですが、全体像を示して、ある程度ス

トーリーを考えないでやるというのは、非常に

失敗すると大変だと。失敗は付き物だと思って

ます。我々行政で失敗してはいけないって昔言

われてましたけど、そんなことを言ってる時代

じゃないので、失敗しても次につながるような

ものにするには、やっぱりあらかじめちょっと

もう少し整理していきたいと思いますので、ぜ

ひ急いでまいりますので、今後ともご指導いた

だければなと思います。 
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○浅野敏明議長 ８番、渡部秀樹議員。 

○８番 渡部秀樹議員 市長、おっしゃるとおり

に、昔言いましたよね、行政だから心配しちゃ

いけないなんてね、民間ができてないことを行

政がやって成功に導ける、そんな甘いもんじゃ

世の中ないです。市長は民間で頑張ってきたん

だから分かると思いますけども、やはり何事も

トライ・アンド・エラーの連続です。ただし、

次につながるためには、市長おっしゃるとおり、

計画を立て、綿密に打合せをして臨んでいくの

が大事だと思います。ぜひその姿勢で、ただし、

向かってほしいというのが私の願いであります。 

 時間も少なくなってきましたので、ここから

はお願いということですけども、タブレット、

ぜひこれやってほしいというのもあるんですけ

ども、こういう考え方もありますよねという提

案です。毎回言いますが、荒唐無稽な話ですが、

時に国で一部地域用の補助事業とか出るときあ

りますよね、こういう、本当に誰考えたんだろ

うという補助事業、ぜひ手を挙げて臨んでほし

いなと思います。市全体じゃなく、一集落です

とかそういうところでスタートしてもいいと思

いますので、これはお願いになります。 

 あと、ながい黒獅子まつりも、これは私、こ

こで述べたのは、ぜひこれを観光協会ですとか

黒獅子まつり実行委員会のほうに上げてほしい

なと思います。こんなこと言う変わった議員が

いたんだよと、笑い話で構いません。ぜひ上げ

ていただきたいと。どうしてもあの会議、みん

なしいんとしているんで、ぜひ提案があったと

いうことを伝えていただきたいと思います。 

 また、フィットネスクラブについても、これ

を通して、いろんな考え方だと思うんですけど、

これ併用できるなら両方残してもいいんだけど、

どっちかにできるならば選択して、逆にこっち

をバージョンアップしたほうがいいかなって、

多分市内にいろいろあると私は思います。ぜひ

そういう目線で、総合的なご検討を市内全域で

していただきたいなと思う次第であります。 

 まだまだこうやって議場で市長と意見を交わ

したいわけですが、お時間のほうがもう15秒で

すので、次の続きのために、６月議会戻ってこ

れるように努力したいと思います。よろしくお

願いいたします。 

 私からの質問は以上になります。 

○浅野敏明議長 ここで暫時休憩といたします。

再開は午後１時といたします。 

 

 

   午後 ０時０３分 休憩 

   午後 １時００分 再開 

 

 

○浅野敏明議長 休憩前に復し、午前に引き続き

会議を再開いたします。 

 それでは、市政一般に関する質問を続行いた

します。 

 なお、渡部秀樹議員、蒲生光男議員から早退

させてほしい旨の届出がありましたので、ご報

告いたします。 

 

 

 鈴木 裕議員の質問 

 

 

○浅野敏明議長 それでは、13番、議席番号４番、

鈴木 裕議員。 

  （４番鈴木 裕議員登壇） 

○４番 鈴木 裕議員 一般質問３日目、３番目

になります。清和長井の鈴木 裕です。一括質

問、一括答弁式で質問させていただきますので、

よろしくお願いいたします。 

 つい先日のことですが、昨年生まれた子供の

数が速報値で80万人を割って79万人台まで減少

したとの報道があったことに驚きました。2019

年に90万人を割り込んだばかりなのに、昨年に


